
ゲノム解析用 MG768形プラスミド DNA抽出システム

  遠心法を用いた多検体処理自動機である MG768 形プラスミド DNA 抽出システムで、
MultiScreenTM(ﾐﾘﾎﾟｱ)が処理可能となりました。これにより、MultiScreenTMＦＢプレートを用い

たプラスミド DNAの抽出が１時間で 96サンプル、連続８時間処理で 786サンプル処理でき、キ
ャピラリーシークエンスできるプラスミド DNA を平均５μg 抽出できます。遠心法を採用してい
るため、大腸菌培養液から自動処理でき、またフィルタ吸引処理に起きる目詰まりの心配がありま

せん。MultiScreenTMＦＢプレートのみの使用ですのでランニングコストも安価です。

１．キャピラリーシーケンサによるシークエンス結果

     本データは農水省生物研・STAFF研究所  イネゲノム研究チームのご提供によるものです。

     ＊シーケンサ ： ABI PRISM 3700 DNA analyzer
     ＊サンプル量 ： 2μl/80μl
     ＊反応試薬   ： ABI PRISM® Big Dye Terminator cycle Sequencing Kit
                     (AmpliTaq® DNA polymerase, FS(PE Biosystems))
     ＊泳動条件   ： polymer POP5，1×Running Buffer for 3700

プラスミド DNA 抽出システムで MultiScreenTM(ミリポア)を用いて自動精
製したプラスミド DNAのキャピラリシーケンサによるシーケンス結果
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図 1．MultiScreenTMＦＢフィルタ処理中の MG768 形プラスミド DNA 抽出装置

２．抽出プロトコール
        96 穴ディープウェルプレートで培養した大腸菌培養液 1～1.5ml を遠心

        により集菌し、デカントアスピレーションにより培養液を除去する。

                                      ↓

        菌体を懸濁後、アルカリ-SDS 法により菌体を処理し、遠心によりプラ

        スミド DNA とデブリスを分離する。

                                      ↓

        遠心後の上清を MultiScreenTMＦＢプレート上に移し、遠心によりプラ

        スミド DNA をＦＢプレートに吸着させる。

                                      ↓

        80％エタノールで洗浄後、ＦＢフィルタを乾燥させ、滅菌 TE バッファ

       または滅菌蒸留水にてプラスミド DNA を溶出させる
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